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1.  はじめに

タイにおいて手話には自然発生的に生まれた自然手話とろう教育によって導入されていっ

たタイ現代手話（以下、タイ手話）とがある。タイの自然手話は、バンコク古手話、チェン

マイ古手話、南タイ古手話、バーンコー手話1)などである。一方で現在、タイ国内で広く用

いられているタイ手話は米国ギャローデッド大学2)で教育を受けたタイ人教員らによって整

理、教育されてきた手話であり、米国経由のフランス手話系手話に分類されている3)。また

タイのろう教育は、1951年に初めてろう教室が創設されたのを皮切りに、国立セートサテ

ィアン校やマヒドン大学附属ラーチャスダー校が主導して指導方法やカリキュラムを整備し

てきた歴史を持つ。

タイのろう教育史についてはこれまでに日本ではあまり紹介されていない。加藤三保子・

本名信行がタイのろう教育事情を報告しているが、現地語資料を使用せず、主にタイ人のイ

ンフォーマントへの聞き取りに基づいているために、部分的な記述にとどまっている4)。そ

こで本稿では、タイのろう教育関係者の葬式本5)や論文、ろう者の著作といった現地語資料

からろう教育に関与していった意図を明らかにすることを目的とする。またタイのろう教育

は特に女性貴族たちのネットワークが支援し、発展してきた。本稿ではこのタイのろう教育

の発展を古くからある女性貴族たちの慈善活動が福祉国家化するタイの社会事業に結び付け

られ、動員されていく過程として理解する。さらにろう者がその慈善事業や社会事業の支援

対象として、無力化されてきたことから脱し、自助・自立へと向かっていく現代までの動き

を追う。

2.  タイにおけるろう教育の開始

タイにおいてろう教育は、貴族階層に所属する女性たち、もしくは彼女たちに関連する慈

善活動や団体との関係が深く、現在もなお積極的な関与が見られる。そこで、まず本節で

は、最初期にろう教育の創設に多大な貢献をした 3名の女性と、1名の男性の貴族の関与の

経緯について振り返る。

（1） モムルワンラーチャーウォンイン・スームシー・ガセームシーによるタイろう教育の創設

まずタイろう教育の創始者とされるのが、ラーマ四世の孫モムヂャオパティパット・ガセ
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ームシー (หม่อมเจ้าปฏิพัทธ์ เกษมศรี)の娘、モムルワンラーチャーウォンイン・スームシ
ー・ガセームシー (ม.ร.ว.หญิงเสริมศรี เกษมศรี)であり、1951年教育省官僚としてタイで初

めてろう学校を創設した（写真 1）6)。スームシーは当時バンコク西部にあったラーチャブリ

ー州（モントン）の知事であったモムヂャオパティパット・ガセームシーの末娘として生ま

れた。成人して教育省に入り、女性官僚となったスームシーは、米国ニューヨーク市のハン

ター・カレッジに留学し、その後 1948～1949年にギャローデッド大学修士課程でろう教育

法を修了した7)。1951年に帰国すると、バンコク北近郊に位置する寺院ワット・ソーマナッ

トの敷地内にあった第 17テーサバーン校（別名ワット・ソーマナット校）の一教室におい

て、助手 2名とともにタイで初めてとなるろう教室を開学した8)。

このタイ最初のろう学校は教育省や貴族の後押しを受けて設立された経緯もあり、好意的

に受け取られ、貴族だけではなく、平民階層からも多くの入学希望者が現れた。当初 12名

の生徒に対して午前、午後 2回に分けて9)、発話を目的とする口話教育を行った10)。学生数

は急増し、開設後 6か月間で 50名を超えたという11)。そのため教室が手狭になり、施設を

拡張すべく、スームシーは新聞や貴族社交界を通じて、積徳（タンブン）として寄付を求め

ていくこととなった。

写真 1：モムルワンラーチャーウォンイン・スームシー・ガセームシー
(ม.ร.ว.หญิงเสริมศรี เกษมศร)ี 12)

このラーマ四世に連なる女性貴族であるスームシーを活動の中心に据えることで、ろう教

育を支援するために貴族たちのネットワークが急速に形成されていくことになった。その支

援ネットワークの中心人物たちが、当時のタイ首相であったプレーク・ピブームソンクラー

ムの妻であり、女性活動家であったターンプーイン・ライアット・ピブーンソンクラーム

(ท่านผู้หญิงละเอียด พิบูลสงคราม)と、教育省次官のモムルワン・ピン・マーラーグン

(หม่อมหลวงปิ่น มาลากุล)、そして、彼らの支援によってスームシーと同じくギャローデッ
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ド大学に留学し、2代目ろう学校校長となるクンイン・ガマラー・グライルック

(คุณหญิงกมลา ไกรฤกษ์)であった。

（2）ターンプーイン・ライアット・ピブーンソンクラームのろう者支援

プレーク・ピブーンソンクラーム首相の妻ターンプーイン・ライアット・ピブーンソンク

ラーム（以下、ライアット）は、先進的なタイの女性・社会運動家として知られており、政

府の立場からろう者の支援に関与していった（写真 2）。彼女がスームシーのろう教育活動

を支援するきっかけは、1950年米国外遊中にスームシーの学位授与式に参列するためにギ

ャローデッド大学を訪れた経験によるという13)。ライアットはその際にろう者であっても高

等教育を受けることによって、専門的な職業につき社会発展に貢献する人材となっていく米

国のろう者の状況を目の当たりにして衝撃を受けたという14)。

米国のろう者の若者たちはろうであっても大学教育まで受ける機会があり、卒業後は良

い職についているのを見た15)。

その見聞を基にして、帰国後にスームシーのろう教育を支援するために、1952年にろう

者教育の支援者団体としてタイ国ろう者支援協会 (มูลนิธิอนุเคราะห์คนหูหนวก)を立ち上げ、

その初代会長に就任した16)。それにより、ろう教育行政のカウンターパートとなり、財政的

にろう教育を支える体制を整えた。

写真 2：ターンプーイン・ライアット・ピブーンソンクラーム
(ท่านผู้หญิงละเอียด พิบูลสงคราม, 1903–1984) 17)
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（3）理解者としてのモムルワン・ピン・マーラーグン

ライアットの女性・社会運動の良き理解者の一人であり、政治的な協力や人材紹介を惜し

まなかった人物に、教育省官僚のモムルワン・ピン・マーラーグンがいる。ピンはラーマ 

四世の孫にあたり、ヂャオプラヤープラサデットスレーントラーティボーディー

(เจ้าพระยาพระเสด็จสุเรนทราธิบด)ีの息子である（写真 3）。教育大臣、文化大臣を歴任し、

シラパコーン大学学長、チェンマイ大学設立準備委員長などを務めた。ピンは、ろう学校の

創設に際して教育省の高官として便宜を図り、タイ国ろう者支援協会の会員ともなってい

る。また後に、当時部下の一人であり、2代目のろう学校校長となるガマラー・グライルッ

クをライアットに紹介することにもなる。

写真 3：モムルワン・ピン・マーラーグン
(หม่อมหลวงปิ่น มาลากุล, 1903–1995) 18)

（4）クンイン・ガマラー・グライルックによるろう教育の整備

最後にスームシーのろう教室を発展させ、実質的にろう学校として整備していったのが、

クンイン・ガマラー・グライルック（以下、ガマラー）である（写真 4）。ガマラーは、プ

ラヤー・サクダーピデーチャウォーラリット陸軍大佐の長女であり、大学予科校（トリアム

ウドンスクサー校）で理事をしていたピンの下で、英語教師となるべく教員養成課程にい

た。スームシーがろう教室を開設した頃に、ライアットはピンにろう教育を引き受けてくれ

る教員の紹介を要請しており、ピンがその候補の一人として引き合わせたのがこのガマラー

であった。ガマラーはピンの推薦を受けて、タイ国元米国留学生協会 (American University 

Alumni: AUA)によって、1952年フルブライト奨学生に選抜され、加えてライアットが会長

を務めるろう者協会タイ国ろう者支援協会の奨学金も受けて、ギャローデッド大学修士課程

に留学した19)。ガマラーは米国から帰国すると、1954年にスームシーの後任としてろう学

校校長に就任した。
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写真 4：クンイン・ガマラー・グライルック

(คุณหญิงกมลา ไกรฤกษ์, 1914–2000) 20)

このガマラーのろう学校校長就任に伴い、まずタイ指文字の開発が行われた。指文字は手

話の一種であるが、手話のように手と顔、上半身の所作によって言語の意味を形成するので

はなく、指の形で文字そのものを一字ずつ示す手法である。ガマラーはギャローデッド大学

への留学当時、学長エリザベス・ベンソン (Elizabeth Benson, 1904–1972)の下で教育を受け

ていた21)。ベンソンは、ガマラーがタイ指文字の開発を行うことを支援し、その結果とし

て、米国指文字を基にしてガマラーが初めてタイ指文字表を作成した（写真 5）。このタイ

指文字表の制作には、タイろう学生も協力しており、指の絵はろう学校第一期卒業生グンノ

ーイ・トーンノーイ (กุลน้อย ทองน้อย)が描いた。

写真 5：ガマラー考案のタイ指文字表 22)
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ガマラー考案のタイ指文字は英語の音韻に従って作られているが、タイ語は英語に比べて

子音・母音の文字数が多く、また声調記号・短縮記号などの補助記号を持つ。この複雑なタ

イ語をいかに表現するかが焦点となり、新たな指文字を開発する必要があった。ガマラー

は、英語にはない規則を持つタイ文字に関しては、追加的な規則を定めて表現できるように

工夫した。例えば、「ษ」はタイ文字における「S」の発音を持つ複数の子音の一つである。

そのために、「S」を示す米国指文字に「2」を示す指文字と組み合わせて、「S-2」と表現し

た（写真 6）。

写真 6：タイ指文字による「ษ」の表現 23)
 

このようにガマラーの在任期間には、口話主義から、口話、手話、指文字、文字を適宜に

使用して教育するトータルコミュニケーションの導入が図られた24)。その成果として、1966

年にはタイで初めてのタイ手話教科書となる『手話 (ภาษามือ)』が教育省普通教育局特別教

育部福祉教育課から出版された25)。

しかし、実際のろう教育において、手話のできる教員は不足しており、手話の教育利用は

限られていた。ろう学校では手話ができないか、わずかな知識しか持たない健聴者の教員の

監督の下で、ろう補助教員や年長のろう者が、寄宿舎での生活や校外活動を通じて、手話を

教えていたという26)。健聴者の教員は手話を用いることがあっても、学生指導に必要な規律

指示のための最低限の使用に留まっていたという27)。この意味において、ガマラー以降のト

ータルコミュニケーションの効果は限定的であり、現場のろう者指導者側の便宜的なコミュ

ニケーションの運用が生み出した状況だったと推測される。いずれにしても、タイのろう教

育の始まりにおいて、スームシー、ライアット、ガマラーらの貴族女性主導によってろう教

育の枠組みが形成され、教育省のピンがそれらの活動に理解を示し、行政上の支援をしてい

く体制が整えられたのである。

3.  読み替えられる女性の積徳（タンブン）

このような女性貴族たちの活躍の中で、同時に女性たちの伝統である功徳のための積徳

（タンブン）は、国家社会事業への女性たちの貢献として読み替えられていった。積徳と

は、寺や僧への寄進や慈善活動を行うことによって父母や一族、もしくは自分自身が死後に

良い生まれ変わりができるように徳（ブン）を積む行為のことである。特に仏教教義の中
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で、女性は男性に比べて前世の徳が少ないとされる。そこでより良い生まれ変わりができる

ようにより多くの積徳を行うことが、高貴な女性の模範的行いとして文化的に奨励されてき

た。そのために女性貴族たちは自らの家格、身分に応じて、競うように積徳を行ってきた。

ろう学校の設立においても、貴族女性から積徳として多額の寄付が行われた。当初、既存

の普通学校の一教室を間借りしている状態であったろう学校は、1952年に一人の貴族女性

の遺贈があり、敷地と建物を得ることになった。この寄付者がクンイン・トー・ノーラネー

ティバンチャーキット (คุณหญิงโต๊ะ นรเนติบัญชากิจ, 1872–1954)であった（写真 7）。トー

はスームシーの活動を新聞で知り、5ライ 1ガーン (8,400m2)の土地と家屋、250万バーツ

の私財を寄付した28)。それによって、彼女と夫の家名を冠したセートサティアン財団を設立

し、校名もセートサティアン校に改めた29)。これが現在の国立セートサティアン校

(โรงเรียนเศรษฐเสถียร)の母体となっている。

写真 7：クンイン・トー・ノーラネーティバンチャーキット
(คุณหญิงโต๊ะ นรเนติบัญชากิจ, 1872–1954) 30)

ここでこの 1952年にろう学校建設のためにトーが行った寄付についてトー自身がいかに

説明し、さらにスームシーとライアットがいかに再解釈していったのかに注目する。スーム

シーはトーの篤い信頼を受け、直接病床で会話を交わしており、葬式本に残るスームシーが

行った聞き取りの記録からはトーの家名への誇りが読み取れる。トーは、中国との貿易や移

民を扱う港湾左局の官職にあったプラヤー・チョートゥグラーチャセーティ（ティアン）

(พระยาโชฎึกราชเศรษฐี (เถียร))の孫であった。夫のプラヤー・ノーラネーティバンチャーキ

ット（ラット・セートブット）(พระยานรเนติบัญชากิจ (ลัด เศรษฐบุตร))は同じく貴族の家

系であったが、1939年に亡くなった。夫との間に子どもはおらず、独り身であったが、数

人の女性の養い子31)がいた。年老いて目が不自由になり、その養い子たちから介護を受け

ていた。その境遇の中で死期を前にして、彼女はろう学校への寄付を思いつく。彼女は積徳
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の意味をスームシーに次のように語っている。

〔…〕お祖母様が王宮に参内するために着付けを手伝った際に、お祖母様の持つラーマ

五世勲章に目が留まりました。その勲章の中には「一族を守り、繁栄させよ

(ตั้งใจบำ�รุงตระกูลวงศ์ให้เจริญ)」と書いてありました32)。その時から、少しずつ私たち

女性はそうあり、そうすべきものと考えるようになりました。つまり、一族を守り、繫

栄させるものと。しかし、私にはできたとしても子孫のために少しずつ積徳（タンブ

ン）をするぐらいです。〔中略〕3月（仏歴 2495年）33)、姪が新聞を読み聞かせてくれ

たことには、スームシーさんが耳の聞こえない人のために学校をつくったが、庶民の学

校の一部屋で教えなければならないでいることを知りました。そこでサヴィアンさんを

呼んで、スームシーさんに、ろう学校を作るためにこの家屋を差し上げたいがどうすれ

ばよいのか、相談にやらせました。スームシーさんは同じタイ人でもあるし、信頼でき

る仕事をする人だと信じておりましたので、私も年老いましたから、ここに学校を建て

て頂き、スームシーさんと一緒に事業に参加させて頂きたいと。そして、すぐに積徳さ

せて頂くことを希望いたしました34)。

このスームシーによる聞き取りの記述から読み取れるのは、トーの寄付の最大の動機は、

多くのタイの女性貴族がそうであるように、一族の繁栄を願うための寄進であるという点で

ある。トーはタイ貴族女性のあり方を、偉大な王として名高いラーマ五世が創設した勲章の

中に書かれた題辞である「一族を守り、繁栄させよ」として示している（写真 8）。つまり、

トーはろう学校への寄進を子孫のために徳を積むことと解釈し、ラーマ五世の教えに従い、

昔ながらの貴族女性の積徳の伝統文化の一端として行っている。そこにはタイ仏教において

有徳僧を徳を生み出す福田と見なして女性たちが寄進していくように、ここでは王族血脈を

持つ貴族の一人であるスームシーを福田と見なして寄進をする伝統的な女性貴族の姿が見え

る。

写真 8：ラーマ五世勲章 35)
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では次にスームシーの解釈を見ていくと、トーの行為をタイ社会の近代化を受け入れよう

とする古き良き貴族女性の積徳として理解しようとしている。スームシーはトーの寄進を宗

教のために寄進するのではなく、ろう学校という社会事業に寄進したという点において新し

さを見出している。この点からスームシーはトーを「新しい思考を持つ古い女性

(สตรีสมัยเก่าผู้มีความคิดสมัยใหม่)」36)と評した。

（トーは）昔気質の人であった。ラーマ五世期の古きよき人のままで、このラーマ九世

期まであり続けた。新しい時代の人びととの考え方の違いを受け入れることを自然なこ

とと心得ていた。なぜなら環境も状況も（昔と）ずいぶんと変わってしまったためであ

る。ラーマ五世期であれば、カーやタートといった使用人にかしずかれていたであろう

が、ラーマ九世期には貴族は監督の場から降り、自分でご飯を炊かなくてはいけなくな

ったのだ37)。

トーは実に一族に忠実で、高価なものよりも名誉を重んじる人だった。彼女は歴史的な

価値を持つものを測る眼を持ち、現在、市場のいかなる高価なものよりも、ずっと高貴

な心性とつながっていたのである38)。

スームシーは、トーはラーマ五世期の古き良きタイ女性が尊んだ名誉、歴史的価値や心的

価値を大切にし、貨幣よりも重要な価値があることを知っている人であったと評価してい

る。また他方においては、ろう教育という新しい社会事業に対する理解を示す柔軟さがある

ことを讃えている。スームシーは、トーの一族の名誉という動機を、さらに新しい価値を持

つ社会事業への理解と協力であったと解釈を拡張していると言える。

さらにライアットはトーの寄付を国家社会政策的な意味で再解釈を行っている。1952年

タイ国ろう者支援協会開設のあいさつでライアットは、トーの寄付について言及し、次のよ

うに述べている。

私はこのような（ろう者への）教育を行おうとする皆様といられることに感激に堪えま

せん。加えて、思うには、ろう者への教育は功徳を積むという効用があるだけではあり

ません。国家の経済力を強化するためにも役に立つのです。なぜなら今言ったような人

びと（ろう者）がもし教育を受けることができたのでありましたら、自立して生計を立

てることができ、得た利益は税金として政府に納めることができるからです39)。

ライアットの解釈では、トーのろう教育への寄付の意味は、徳を積むこと、一族の名声を

あげること以上に、ろう者を労働力に代え、国家の発展に寄与できることにあると述べてい

る。ライアットの言い方はあまりに国家主義的で、功利的に過ぎるきらいがあるが、ろう者
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教育を慈善活動から、国民経済的に目的を持つ社会事業へと転換させようとしている動きと

して見ることができる。

この考え方は、ライアットが戦前から行ってきた女性・社会運動の方向性と軌を一にす

る。ライアットは 1942年に政府の国家文化委員会女性文化局の局長として就任し、国家の

発展に寄与するために女性の社会進出に取り組んでいた。女性の社会事業分野への活用は、

ライアットの方針の一つであったとみられる。タイ国ろう者支援財団創設と時期を同じくし

て、1952年、ライアットは女性文化局の下に障がい者支援が含まれるソーシャルワーク教

育機関設立委員会を設立した。さらに女性文化局の監督下で、1953年にソーシャルワーク

研修所を創設し、1年間のカリキュラムでソーシャルワーカーの育成を行った40)。この研修

所自体は女性に限定するものではないが、女性文化局の下部機関となっていることからも、

社会事業に女性の力を活用しようとする意図が読み取れる。また研修所には、オーストラリ

アから国際連合国際児童緊急基金 (UNICEF)に所属するソーシャルワーカーであったマリー・

E・デイヴィッドソン (Mary Eileen Davidson, 1909–2007)を女性技師として招聘した41)。研

修所は 5年間運営されたが、1957年には解散し、1954年に創設されたタマサート大学社会

福祉学部に発展統合された42)。

以上のように、トーの寄付は、本人の意思以上に様々な関係者によって再解釈されてい

る。現在もトーは国立セートサティアン校のろう教育の庇護者として尊敬を受けており、女

性の慈善活動と国家事業がうまく融合した事例として更なる女性貴族の寄付を集める意味を

持っている。

さらに女性貴族のろう教育へ関与は、女性王族の慈善事業も引き付けている。タイ王室の

歴代の女性王族もまた、ろう者教育に対して多大な庇護を与えている。1964年 8月 12日に

はシリキット王妃がタイ国ろう者支援財団に比護を与えている43)。その後、娘のシリントー

ン王女もたびたびろう学校を訪問しており、1983年にはセートサティアンろう学校を、さ

らに 1991年 6月 12日には新館ソートシリントーン館の落成式典に訪問している44)。男性王

族の訪問がないところを見ると、このような障がい者施設への訪問といった慈善色の強い社

会事業部門は、女性王族の役割として認識されていると見なすことができる。

4.  支援と自立の狭間に立つろう者

以上の議論で見た来たように、タイのろう教育は女性貴族たちの支援と比護を受け、さら

に国家の社会事業政策と合流することにより発展していった。この成功によって、ろう教育

に対して、国家予算が割り当てられて組織化が進み、タイ全国へと展開してゆくことになっ

た。

また他方でスームシーのもとに集まったろう学生たちのなかには教育を受けた後、社会で

働くものが現れた。ろう者の多くは健聴者の補佐職にあり、地位は低いものではあったが、

徐々にろう者の存在感を増してゆくことになった。ろう学校においても、授業や寄宿寮の運
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営を手話でサポートをする職員や補助教員として働く人が生まれていった45)。そういったろ

う補助教員たちとろう学生たちは、学校を中心に手話で繋がるろうコミュニティを生み出

し、被支援者として無力化されるのではなく、自身で社会的地位の向上を目指し、自立を求

めるようになっていった46)。

このような教育を受けたろう者の増加に伴い、まずは全国でろう学校の設立が相次ぎ、 

領域的拡大が行われた。1961年 5月 30日、国内 2校目のろう学校としてバンコク都サー 

トーン地区にトゥンマハーメークろう学校 ( โรงเรียนสอนคนหูหนวกทุ ่งมหาเมฆ、現
โรงเรียนโสตศึกษาทุ่งมหาเมฆ)が開学した。1960年代末になると地方部にもろう学校が開校

した。初めての地方ろう学校は、1968年に開学した東北部のコンケン県ろう学校である47)。

その後、1969年北部ターク県ろう学校、1973年南部ソンクラー県ろう学校、1977年北部チェ

ンマイろう学校と新規ろう学校の開校が続いた48)。さらに 1990年代にもろう学校が増設さ

れた。1991年南部ナコーンシータマラート県ろう学校、1993年中部プラチュワップキーリー

カン県ろう学校、1995年東北部ローイエット県ろう学校が開校した49)。1996年にナコーン

パノム、ペッチャブーン、プラチーンブリー、カーンヂャナブリー、チャヤプーンにもろう

学校が開校した50)。現在もなお全国でろう学校の開校が進められている。

また同時にろう教育の高度化も進展した。ろう初等教育の拠点は、スームシー以来の伝統

を持つ国立セートサティアン校であったが、1992年に高等教育の拠点としてマヒドン大学

の一学部としてラーチャスダー校が開設され、1994年に授業を開始した51)。ラーチャスダ

ー校は現在タイにおけるろう者の大学レベル教育を担う教育・研究機関となっている。

このようにタイ国内でろう教育のすそ野が広がった一方で、ろう教育組織の階層化が意識

されるようになり、健常者である教職員とろう職員・学生間の格差が問題となっていった。

例えば、授業では正規教員たちの手話の能力が低かったこともあり、口話を中心とした口話

法や、手話や指文字などを補助的に用いることを認めたトータルコミュニケーションによる

アプローチが用いられていた。それに対して手話が流暢に使えるろう職員や年長のろう学生

は、立場の低い授業補助として、年少の学生たちに手話を用いて正規教員の意図を解説し、

課外活動もまた彼らが世話することで運営されていた52)。さらに手話が階層化し、学校で習

う公式手話と、ろう者たちが学校ごとに生み出していった手話の間に階層が生まれた。学校

の公式手話には権威が与えられ、ろう者たちの間で自然発生的に生まれた手話は、時にろう

学校で使用を禁止されることもあったという53)。ろう者側には自らの手話を擁護する力はな

かった。

しかし、ろう学校で学んだろう学生たちはろう学校の教員や他の団体からの協力を得つ

つ、次第に自立性を強めていくこととなった。まずタイのろう者はセートサティアン校など

の卒業生を中心として自助団体を形成していった。1969年にセートサティアン校の一室に

同窓会事務所を設立した。発足時にはセートサティアン校、トゥンマハーメーク校、コンケ

ン校、ターク校などの 93名の学生が加入した54)。
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さらにセートサティアン校の同窓会組織から独立し、全国ろう者間で協力していく体制へ

と 1980年代から組織整備がなされていった55)。これに伴い、財政もろう者による自立を目

指し、豪州やカナダといった外国政府からも支援を取り付けた56)。特に 1979年、ガムポン・

スワンナラット (กำ�พล สุวรรณรัต)が会長であった時に、米国のろう教育研究者チャール

ズ・ライリー (Charles B. Reilly)が米国国際開発庁 (USAID)から支援を取り付け、手話研究

や職業訓練、職業創出などを支援した57)。その後、1981年、事務局をセートサティアン校

からスクムウィット地区に移転し、1984年には全国ろう者協会 (National Association of the 

Deaf in Thailand: NADT)として団体登録が認められた58)。さらに 1993年に事務局をサート

ーン地区、シーロム地区へと移転し、最終的に所在地をスワンルワン地区に決定した59)。

またろう者自身によってタイ手話の研究、辞書の編纂事業が行われた。タイは広大な国土

を持つために地域方言を持っている。またろう学校の地方への拡大に伴い、ろう学校ごとに

新たな手話を生んでいった。そのために相互に共通理解が可能となるようにタイの標準手話

の辞典をつくり、普及することが企画された60)。この事業を主導した研究者がトゥンマハー

メーク校のろう者女性教師マーンファー・スワンナラット (ม่านฟ้า สุวรรณรัต)であり、タ

イ手話辞典『パターヌクロム・パーサームータイ (ปทานุกรมภาษามือไทย, The Thai Sign 

Language Dictionary)』を執筆した（写真 9）61)。しかし、女性貴族ではなく、また後ろ盾のな

いろう女性教師の活動は多くの困難に直面した。当初、学校や教育省は、この辞典の重要性

が理解できなかったため、マーンファーの研究計画に対する助成金がつかなかった。そこで

マーンファーはタイ政府からの支援をあきらめ、ライリーと米国の協力の下で 3年間かけ

て執筆し、1986年に第 1巻、1990年には増補改訂版となる第 2巻を完成させた。この 2冊

本は、日本の全日本ろうあ連盟と日本郵便局ゆうちょボランティア貯金（世界の人びとのた

めの JICA基金）の支援を受けて出版された（写真 10）。

写真 9：マーンファー・スワンナラット
(ม่านฟ้า สุวรรณรัต, 1952–1989) 62)
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写真 10：タイ手話辞典『パターヌクロム・パーサームータイ 

(ปทานุกรมภาษามือไทย, The Thai Sign Language Dictionary)』63)

貴族階層に属さない一般のろう補助教員がろう教育事業に参加することは非常に難しい。

マーンファーの夫であり、全国ろう者協会会長であったガムポンは、教育省のマーンファー

の手話辞書編纂事業への不理解について、回想録に以下のように記述している。

教育省に彼女の辞典を提出した時、投げ返された。彼ら役人にとっては何の価値もない

ゴミのようなものであったのだろう64)。

このタイ手話辞典は手話話者であるろう者自身が編纂するという点において画期的であっ

た。しかし、ろう者は支援される対象であるとの先入観が強く、支援者たる女性貴族や健常

者である教員や官僚の眼からは、ろう者の研究能力は認めがたいものとして認識されてい

た。ガムポンは政府がろう者に対して「福祉的である」こと、つまり慈善としての施しの教

育がろう者の無力化の事態を悪化させたと指摘する。加えて、ろう者自身もその立場に甘ん

じて、寄付者や庇護者の顔色を窺っていた状態にも問題であったとして、自省を含めて次の

ように批判している。

政府は 1943年から 1957年にかけて障がい者の学校の建設を始めた。ちょうど盲協会

ができた頃であるが、学校はまだ福祉的な意味合いで教えられていた

(สอนแบบสงเคราะห์)。つまり、まだ（学生たちが）何でもできる可能性を持っている
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という信念を十分に啓蒙していなかった。子どもたちを啓蒙すべき教員がもっと頑張る

べきであった。しかし、寄付者や校長に忖度する組織の中に留まってしまった。そのた

めに子どもたちが何をしようにも、先生にすべて伺いを立てなければいけなくなってし

まっている。わたしはこれこそが問題だと言いたい。つまり福祉的である

(แบบสงเคราะห์)ということだ65)。

ここでは「福祉」という国家社会事業の枠組みの中で、ろう者が一方的に施しと管理を受け

る被支援対象として役割が固定されてしまう問題を指摘している。そうなってしまうと、政

府の制度や社会認識としても、ろう者の自立性が想定されず、無力化されてしまうことをガ

ムポンは批判している。そして同時にガムポンを含めたろう教員自身も子どもたちに自らの

可能性を教育しなかったということで、「福祉」という名の下で、ろう者を無力化してしま

う体制に加担してしまったことを反省しているのである。

一方で、施しを与えようとする女性貴族グループには入らず、マーンファーはそこから自

立して自らの言語である手話辞典を達成したことは、タイにおけるろう者と健常者の関係性

に変化を与えるものになった。マーンファーの仕事が国連機関から表彰を受けるなど国際的

に認められるようになると、教育省でもその仕事を認めるようになったのである。マーンフ

ァー自身は表彰後、1989年に 37歳で病気のために亡くなったが、最終的には 1999年 8月

17日に教育省は省令により手話をタイの公用語として定める決定をし、ガマラーの『タイ

指文字表』とマーンファーの手話辞典全二冊を参考書として指定した66)。2000年にはろう

学校における必修科目にタイ手話を指定し、マヒドン大学ラーチャスダー校に手話通訳者を

養成するコースを設置した。

現在、タイでは手話を基盤言語とした教育が模索されている。タイのろう教育において、

それまでの手話や指文字などを補助的に用いることを認めたトータルコミュニケーションに

よるアプローチから、手話を第一言語として扱うバイリンガルろう教育67)への比重の変化

が起こっている68)。タイで最初にバイリンガルろう教育を導入したラーチャスダー校では、

地方ろう学校へも教育支援を続けており、ナコムパトムろう学校などでバイリンガルろう教

育を導入し、タイ手話によるタイ語の教育を行っている69)。その結果、他のろう学校に比べ

て学生のタイ語の理解度は高まったという70)。それ以降、2020年の段階でラーチャスダー

校のバイリンガルろう教育のプログラムに参加するろう学校は全国 21校に増加していると

いう71)。現在は他の大学教育にも広がり、スワンドゥシット大学の大学教育においてもバイ

リンガルろう教育が行われている。

以上のように、タイの女性貴族たちの生み出した慈善や国家事業としてのろう教育支援活

動は、ろう者に教育機会を与えることに寄与しつつも、同時にろう者とその支援者との間

に、被支援者と支援者という硬直的な関係を生み出してしまった。つまり篤い庇護を与えつ

つも、その一方でろう者を無力化して、社会に貢献する能力のない、一方的に支援を受け取
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り、服従する存在にしてしまったのである。それに対して、ろう者たちはろう学校で育成さ

れた知識や人間関係を活用し、ろう者自身を組織化し、また米国や日本など海外の寄付を集

めることによって、より自立した関係性を作り出そうとしている。

5.  おわりに

タイ社会において僧や社会的な弱者に対して施しを行い、功徳を積む慈善行為は上流階層

の女性たちの模範的な行為とされてきた。一方で国家の発展が進むと国家による福祉の充実

が目指されるようになった。しかし、タイ政府にとって利用可能な資源は限られていたため

に女性慈善行為の動員と取り込みが行われ、この女性たちの慈善行為はタイの社会の中で個

人の積徳を越えて、社会を支える社会的、政治的な意味が付与されていった。それと同時に

女性たちもまたろう者への社会事業に関与することで社会への参画を求めていったのであ

る。結果的に、ろう教育の面から、女性貴族ネットワークの強固な積徳の枠組みは、今なお

国家社会事業としてろう教育を推進する原動力となっている。

しかし、また同時にろう教育の発展は、ろう者自身がその女性貴族の慈善と社会事業の融

合した体制の変革を求める方向へと進んでいる。慈善行為と国家社会事業の対象として無力

化されていたろう者の中には、ろう教育によって培った能力を用いて、自らの自立を求めて

活動を行うものが現れている。ろう自身の組織化を行い、海外からの寄付や協力を活用し、

国際的ネットワークの中で新たなろう者とその支援者との関係性を模索している。

付記

本研究は、科研基盤研究 (B)「手話のオラリティとアジアろうコミュニティでの社会貢献

への応用」（18KT0034 代表：斉藤 くるみ）による研究成果の一部である。

註

 1) バーンコー手話は、バンコク近郊ナコーンパノム県バーンコー集落で独自発達した手話言語であ

る。住民の多くがろう者であるためにその地域内での自然手話が独自に発展したことで注目され

ている (Angela M. Nonaka, The Forgotten Endangered Languages: Lessons on the Importance of 

Remembering from Thailand’s Ban Khor Sign Language, Language in Society, (33), 2004, 743.)。

 2) ギャローデッド大学 (Gallaudet University)は、1864年に米国ワシントン D.C.に創設されたろう

者の大学であり、大学内では米国手話 (American Sign Language: ASL)が公用語となっている。

世界中からろう者のリーダーが集まり、手話で学んでいる。1988年にデフ・プレジデント・ナ

ウ学生運動が起こり、以降ろう者が学長に就任している。

 3) 同上、742頁。

 4) 加藤三保子・本名信行「タイのろう者と手話」『手話コミュニケーション研究』第 59号、2006

年 3月、70–77頁。

 5) 葬式本 (หนังสืองานศพ)とは、タイの上流階層の葬儀の際に、故人を偲んで経歴や業績をまとめ

て頒布される書籍のことである。その書籍には故人の業績や趣味に関わる著名な学者や文人が投
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稿することも多く、古典文芸、論文、経典、日記、料理レシピなど多岐にわたる文章が収録され

る。ラーマ五世治世にはすでにあり、当時出版物の少なかったタイにおいて貴重な資料となって
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